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平
田
篤
胤
と
山
崎
長
右
衛
門

森

田

三

男

平
田

ひ
ら
た

篤あ
つ

胤た
ね

は
、
江
戸
時
代
後
期
（
１
７
７
６
～
１
８
４
３
）
の
人
、
国
学
者
と
し
て
有
名
で
す
。
現
在
の
秋
田

県
に
生
ま
れ
、
２
０
歳
の
時

江
戸
に
出
て
、
６
６
歳
で
秋
田
に
戻
り
、
６
８
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

越
谷
と
も
縁
が
深
く
、
越
ヶ
谷
の
商
人

山
崎
長
右
衛
門
は
篤
胤
を
経
済
的
に
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
篤
胤
の

三
人
目
の
奥
さ
ん
は
越
谷
出
身
の
人
で
す
。
（
お
里
勢

り

せ

さ
ん
。
越
ヶ
谷
の
豆
腐
屋
の
娘
。
篤
胤
と
の
婚
姻
に
あ
た

り
、
長
右
衛
門
の
養
女
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
）

江
戸
時
代
、
国
学
の
四し

大
人

う

し

と
呼
ば
れ
た
の
は
、
次
の
人
た
ち
で
す
。

平
田
篤
胤
も
、
そ
の
一
人
で
す
。

荷
田
春
満

か
だ
の
あ
ず
ま
ま
ろ

│
賀
茂
真
淵

か
も
の
ま
ぶ
ち

│

本
居
宣

も
と
お
り
の
り

長な
が

│
平
田

ひ
ら
た

篤あ
つ

胤た
ね

「

油
あ
ぶ
ら

長
ち
ょ
う

」
山
崎
長
右
衛
門
篤
利

山
崎
篤
利
は
、
武
州
越
ヶ
谷
の
人
、
「
油
長
」
の
名
で
通
っ
て
い
る
山
崎
家
１
３
代
目
当
主
で
す
。
初
の
名
は

美
利
、
家
を
継
い
で
長
右
衛
門
と
改
め
ま
し
た
。
粕
壁
町
の
旧
家
山
口
萬
蔵
の
２
男
で
、
山
崎
家
に
養
子
に
入
り

ま
し
た
。

篤
利
は
若
い
時
か
ら
敬
神
の
念
が
深
く
、
５
１
歳
の
時
、「
気
吹
屋

い
ぶ
き
の
や

」（
篤
胤
が
開
い
た
家
塾
）
に
入
門
し
ま
し
た
。

商
用
で
江
戸
に
出
た
際
に
は
気
吹
屋
に
も
立
ち
寄
り
、
篤
胤
に
面
接
し
て
口
授
を
受
け
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
平
田

学
に
熱
中
し
て
、
師
の
名
か
ら
「
篤
」
の
一
字
を
頂
戴
し
、
「
篤
利
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
篤
胤
は
著
述
を
刷
り
出
す
（
刊
行
す
る
）
費
用
が
無
い
こ
と
に
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
篤
利
は

資
金
を
出
し
て
、
刷
板
を
援
助
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
山
崎
家
に
は
、
文
政
元
年
正
月
１
０
日
の
日
付
で
、

２
９
６
両
と
い
う
大
金
の
借
用
証
文
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
『
古
史
成
文
』
と
『
古
史
徴
』
出
版
の
費
用
と
し

て
、
篤
胤
に
貸
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
山
崎
篤
利
は
篤
胤
を
経
済
面
で
支
え
る
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ
た
の
で
す
。

こ
の
後
、
山
崎
家
と
平
田
家
と
の
間
に
は
、
師
弟
関
係
以
上
の
関
係
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
養
女
り
よ
．
．
（
お
里
勢
）

と
篤
胤
と
の
婚
姻
に
よ
る
、
姻
戚
関
係
で
す
。
こ
の
婚
姻
の
あ
と
、
篤
胤
は
、
た
び
た
び
越
ヶ
谷
を
訪
れ
、
油
長

へ
泊
っ
て
行
き
ま
し
た
。
山
崎
家
の
言
い
伝
え
で
は
、
街
道
寄
り
の
土
蔵
の
２
階
に
起
居
し
た
そ
う
で
す
。
明
治

の
大
火
で
大
方
焼
失
し
ま
し
た
が
、
こ
の
土
蔵
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
蔵
は
、
越
ヶ
谷
に
と
っ
て
大
切
な

篤
胤
記
念
物
で
す
。

山
崎
家
に
は
、
他
に
も
貴
重
な
“
篤
胤
遺
物
”
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
居
宣
長
の
画
像
で
す
。
こ
れ
に
は

次
の
讃
を
篤
胤
が
書
い
て
い
ま
す
。

こ
は
我
が
師
鈴
屋
大
人

う

し

の
肖
像
に
み
づ
か
ら
書
き
そ
へ
ら
れ
し
歌
な
る
を
、

今
こ
の
御
像
を
山
崎
篤
利
に
譲
る
と
て
、
お
の
れ
か
き
て
與あ

た

ふ
る
に
な
も

石
上
古
こ
と
問
は
す
し
る
し
と
て

ゆ
づ
る
御
像
は
千
代
と
い
つ
か
ね

平
篤
胤

かぐう

平田篤胤仮寓跡

（久伊豆神社内）

篤胤は越ヶ谷を、

しばしば訪れてい

る。仮寓とは仮住

まいのこと。

油
あぶら

長 内 蔵
ちょううちくら

（旧日光街道）

山崎長右衛門が経営した商家の土蔵。

現在は、まちづくり相談処、寄合処と

して活用されている。

平田篤胤像


